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大
手
門
市
を
受
け
、
こ
れ
か
ら
の
イ

ベ
ン
ト
も
動
き
出
し
た
。
景
気
の
回
復

に
は
雰
囲
気
づ
く
り
が
大
切
だ
と
考
え
る

が
、
本
市
の
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
取
組
に

つ
い
て
の
考
え
方
は
？

　
　

大
手
門
市
は
２
日
間
で
約
１
万
人
来

場
。
精
霊
流
し
、
花
火
大
会
も
３
年
ぶ
り

に
開
催
予
定
。
し
ば
ら
く
は
感
染
症
に
万

全
の
対
策
を
講
じ
な
が
ら
も
交
流
が
活
発

に
な
る
よ
う
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
の
避
難
所
運
営
に
つ
い

て
。
分
散
型
避
難
、
ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
所

の
進
捗
、
防
災
備
蓄
の
自
治
体
間
連
携
の

取
組
は
？

　
　

３
密
回
避
、
感
染
対
策
に
備
え
る
必

要
が
あ
り
、
多
く
の
避
難
所
に
分
散
避
難

を
し
て
も
ら
う
予
定
。
ペ
ッ
ト
同
伴
避
難

所
は
必
要
と
考
え
、
指
定
に
向
け
引
き
続

き
取
り
組
む
。
県
内
外
16
か
所
と
応
援
協

定
を
結
ん
で
お
り
、
今
後
も
広
域
的
連
携

に
取
り
組
み
、
災
害
に
強
い
市
を
目
指
す
。

　
　

独
自
サ
イ
ト
の
検
討
と
島
原
城
４
０

０
周
年
に
向
け
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
型
ふ
る
さ
と
納
税
は
ど
う
か
。

　
　

大
手
サ
イ
ト
は
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
、

ア
ク
セ
ス
が
あ
り
、
幾
つ
か
組
み
合
わ
せ

て
や
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
寄
附
型
、
謝

礼
型
、
投
資
型
と
あ
る
。
心
意
気
や
背
景

が
見
え
る
ほ
う
が
集
ま
り
や
す
い
。
ど
う

い
う
言
葉
で
、
ど
う
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で

発
信
し
た
ほ
う
が
い
い
か
検
討
中
。

　
　

必
要
な
方
に
利
用
い
た
だ
く
観
点
か

ら
、
市
営
住
宅
の
入
居
選
定
方
法
の
見
直

し
が
全
国
的
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
本
市

の
対
応
は
？

　
　

選
考
に
つ
い
て
は
順
位
を
定
め
難
い

場
合
が
多
く
、
抽
せ
ん
に
よ
る
選
考
が
現

状
。
今
後
は
困
窮
度
合
い
を
点
数
化
で
き

な
い
か
検
討
し
た
い
。

　
　

簡
保
保
養
セ
ン
タ
ー
跡
地
の
現
状
と

今
後
に
つ
い
て
。
学
校
な
ど
も
近
く
、
傾

斜
地
な
の
で
危
険
が
な
い
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
。

　
　

今
年
３
月
に
施
設
の
廃
止
が
決
ま

り
、
現
在
は
売
却
に
向
け
進
め
ら
れ
て
い

る
と
聞
く
が
、
今
後
の
経
過
を
注
視
し
た

い
。
安
全
管
理
は
申
し
入
れ
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
観
光
振
興
に
よ
る
経
済
回
復

◇
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ア
プ
リ
の
進
捗

◇
島
鉄
廃
線
跡
地
の
進
捗

◇
舞
岳
山
荘
の
進
捗

　
　

水
産
業
の
現
状
は
。

　
　

海
面
漁
業
は
漁
獲
量
の
ピ
ー
ク
時

（
昭
和
48
年
）
と
比
較
し
１
割
台
に
ま
で

減
少
。
こ
こ
10
年
間
で
も
、
漁
獲
量
は
約

５
割
、
漁
業
協
同
組
合
の
組
合
員
数
も
約

６
割
に
ま
で
減
少
。
若
い
世
代
の
漁
業
離

れ
が
深
刻
。

　
　

元
気
で
活
気
あ
る
水
産
業
の
た
め
に

何
が
必
要
か
。

　
　

元
気
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
漁
村
の
創
出

が
必
要
。
漁
業
者
が
や
り
た
い
こ
と
を
強

く
応
援
す
べ
き
。
県
の
指
導
を
踏
ま
え
漁

協
と
と
も
に
研
究
し
活
性
化
し
て
い
く
。

　
　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
コ
ロ

ナ
の
影
響
も
あ
る
。
支
援
策
は
。

　
　

本
年
度
、
漁
業
用
燃
油
高
騰
対
策
事

業
等
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
国
・
県
の

事
業
を
注
視
し
て
い
る
。

　
　

漁
船
漁
業
と
養
殖
と
一
体
的
に
で
き

る
環
境
づ
く
り
な
ど
、
漁
業
形
態
の
改
善

も
必
要
で
は
。

　
　

国
に
島
原
の
地
先
で
種
苗
育
成
施
設

等
が
可
能
で
は
と
要
望
継
続
中
。
沖
だ
け

で
は
厳
し
い
。
施
設
運
営
と
漁
船
漁
業
な

ど
、
組
合
わ
せ
で
や
っ
て
い
く
方
針
。

　
　

島
原
市
陸
上
養
殖
施
設
、
①
状
況

は
。
②
施
設
で
の
中
間
育
成
事
業
は
大
変

意
義
が
あ
っ
た
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

①
施
設
は
閉
鎖
。
②
中
間
育
成
等
の

事
業
は
重
要
で
県
等
の
組
織
と
一
緒
に

行
っ
て
い
る
。

　
　

ア
ワ
ビ
の
養
殖
事
業
、
①
状
況
は
。

②
餌
と
し
て
野
菜
く
ず
を
活
用
し
て
は
。

　
　

①
島
原
漁
協
が
三
会
地
区
で
継
続
。

経
営
改
善
計
画
を
策
定
、
令
和
３
年
度
販

売
額
は
約
７
３
０
万
円
、
計
画
の
84
％
。

②
県
や
漁
協
と
協
議
・
研
究
す
る
。

　
　

有
明
海
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
調
査
は
。
ぜ
ひ
実
施
を
。

　
　

調
査
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
関
連
す

る
国
の
基
本
方
針
が
あ
り
、
そ
の
実
現
に

向
け
て
働
き
か
け
た
い
。

　　
　

本
市
の
人
口
減
少
対
策
、
評
価
は
。

　
　

一
定
の
効
果
が
あ
っ
て
い
る
。

　
　

子
供
を
産
み
育
て
る
若
年
世
代
の
支

援
を
。

　
　

経
済
的
な
応
援
の
た
め
の
施
策
は
展

開
中
。
今
後
、
力
を
入
れ
た
い
の
は
働
く

場
所
の
確
保
。

　
　

い
ろ
ん
な
ア
イ
デ
ア
で
対
策
に
取
り

組
む
べ
き
。
若
年
女
性
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

検
討
さ
せ
て
ほ
し
い
。

庶民の会
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